
年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】 情報や情報技術を活用して、グローバルに変化する情報社会に主体的に参画し貢献できる態度と規範意識を養う。

科目 の目標：

合計

70

○ 16

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

ネットワークの活用
【知識及び技能】情報通信ネット
ワークの仕組みおよび、情報システ
ムがサービスを提供する仕組みにつ
いて理解し、さらにデータを収集、
整理、分析する方法について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】情報
セキュリティを確保する方法およ
び、情報システムが提供するサービ
スの効果的な活用について考え、
データの収集、整理、分析について
評価、改善する。
【学びに向かう力、人間性等】情報
と情報技術を適切に活用するととも
に、多様な人々と協働する力を養
い、新しい情報社会に主体的に参画
する態度と規範意識を身に着ける。

・指導事項
情報通信ネットワーク
デジタル通信の仕組み
インターネットの利用
安心安全を守る仕組み
情報システム
さまざまな情報システム
情報システムの信頼性
データの活用とデータベース
データの管理
データの収集と種類
データの分析
不確実な事象の解釈
２つのデータの関係
・教材
教科書、学習ノート
・一人１台端末の活用　等
Microsoft Teamsを用いた授業資料
の配信や課題等の提出

【知識・技能】
①情報通信ネットワークの仕組みについて理解
している。
②情報システムがサービスを提供する仕組みに
ついて理解している。
③データを収集、整理、分析する方法について
理解している。
【思考・判断・表現】
①情報セキュリティを確保する方法について考
えることができる。
②情報システムが提供するサービスの効果的な
活用について考えることができる。
③データの収集、整理、分析について評価、改
善する。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会の課題を発見し、解決しようと積極的
に知識を活用しようとすることができる。

○ ○

16

定期考査 ○ ○ 1

プログラミング
【知識及び技能】コンピュータや外
部装置の仕組みや特徴、またプログ
ラミングによってコンピュータを活
用する方法について理解し、さらに
事象をモデル化しシミュレーション
をする方法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】情報
の特徴とコンピュータの能力との関
係について考察し、自ら見つけた課
題に応じたアルゴリズムやモデル化
について適切に表現し、プログラミ
ングやモデルを評価し改善する。
【学びに向かう力、人間性等】情報
と情報技術を適切に活用するととも
に、多様な人々と協働する力を養
い、新しい情報社会に主体的に参画
する態度と規範意識を身に着ける。

・指導事項
コンピュータの構成
ソフトウェア
処理の仕組み
論理回路
アルゴリズムの表現
アルゴリズムの効率性
プログラムの仕組み
プログラミング入門
プログラムの応用
問題のモデル化
モデル化の活用
シミュレーション
シミュレーションの活用
・教材
教科書、学習ノート
・一人１台端末の活用　等
Microsoft Teamsを用いた授業資料
の配信や課題等の提出

【知識・技能】
①コンピュータや外部装置の仕組みや特徴を理
解している。
②プログラミングによってコンピュータを活用
する方法について理解している。
③事象をモデル化しシミュレーションをする方
法について理解する。
【思考・判断・表現】
①情報の特徴とコンピュータの能力との関係に
ついて考えることができる。
②自ら見つけた課題に応じたアルゴリズムやモ
デル化について適切に表現することができる。
③プログラミングやモデルを評価し改善するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会の課題を発見し、解決しようと積極的
に知識を活用しようとすることができる。

○ ○ ○

○ ○ 1

1

２
学
期

情報デザイン
【知識及び技能】メディアとコミュ
ニケーションの手段の特徴を科学的
に捉え、情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解し、表現す
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】メ
ディアとコミュニケーションの手段
の特徴を科学的に捉え、またコミュ
ニケーションやプレゼンテーション
の目的を明確にしたうえで適切かつ
効果的な情報デザインについて考察
し、表現、評価、改善する。
【学びに向かう力、人間性等】情報
と情報技術を適切に活用するととも
に、多様な人々と協働する力を養
い、新しい情報社会に主体的に参画
する態度と規範意識を身に着ける。

・指導事項
コミュニケーションとメディア
情報のデジタル化
数値の表現
２進法の計算
文字のデジタル表現
音のデジタル表現
画像のデジタル表現
データの圧縮
デジタルデータの特徴
メディアと文化の発展
ネットコミュニケーションの特徴
情報デザイン
操作性の向上と情報デザイン
全ての人に伝わるデザイン
コンテンツ設計
・教材
教科書、学習ノート
・一人１台端末の活用　等
Microsoft Teamsを用いた授業資料
の配信や課題等の提出

【知識・技能】
①メディアとコミュニケーションの手段の特徴
を科学的に理解している。
②情報デザインが人や社会に果たしている役割
を理解している。
③情報デザインを適切に表現する技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
①メディアとコミュニケーションの手段を適切
に選択できる。
②コミュニケーションやプレゼンテーションの
目的を明確にしたうえで適切かつ効果的な情報
デザインについて考えることができる。
③情報デザインについて、表現し、評価し改善
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会の課題を発見し、解決しようと積極的
に知識を活用しようとすることができる。

○ ○ ○ 18

定期考査

定期考査 ○ ○

態 配当
時数

１
学
期

情報社会
【知識及び技能】情報やメディアの
特性を踏まえ、情報技術が人や社会
に果たす役割と及ぼす影響について
理解し、さらに情報に関する法規や
制度、規範について理解をする。
【思考力、判断力、表現力等】情報
と情報技術を適切かつ効果的に活用
して問題を発見・解決する方法およ
び望ましい情報社会について考察し
ながら、  情報に関する法規や制
度、規範の意義について考える。
【学びに向かう力、人間性等】情報
と情報技術を適切に活用するととも
に、多様な人々と協働する力を養
い、新しい情報社会に主体的に参画
する態度と規範意識を身に着ける。

・指導事項
情報とその特性
メディアとその特性
問題を解決する方法
解決方法の考案
情報の収集と分析
解決方法の考察
知的財産
情報セキュリティ
情報モラルと個人の責任
情報技術の進歩と役割
情報技術が社会に与える光と影
・教材
教科書、学習ノート、GIGAワーク
ブックとうきょう
・一人１台端末の活用　等
Microsoft Teamsを用いた授業資料
の配信や課題等の提出

【知識・技能】
①情報やメディアの特性を理解している。
②情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影
響について理解している。
③情報に関する法規や制度、規範について理解
している。
【思考・判断・表現】
①情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して
問題を発見・解決することができる。
②望ましい情報社会の構築について考察するこ
とができる。
③情報に関する法規や制度、規範の意義につい
て考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会の課題を発見し、解決しようと積極的
に知識を活用しようとすることができる。

○ ○ ○ 16

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、自ら課題を見つけ解決する力および言語能力を養う。

情報I
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用についての理解を深め
技能を習得するとともに、SNSの功罪やモラル等
の規範についての知識および情報社会と人との
関わりについての理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
自ら課題を見つけ多様な人々と協働し解決する
ために情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
する力とプレゼン能力等を含めた言語能力を養
う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、多
様な人々と協働する力を養い、新しい情報社会
に主体的に参画する態度と規範意識を養う。

（１・２・４・５・７・８組：新城　） （３・６組：布村　）

（東京書籍　情Ⅰ702)『情報Ⅰ　Step　Forward！』

情報

【 知　識　及　び　技　能 】 情報と情報技術の活用技能を習得する中で、規範を含めた情報社会と人との関わりについて理解を深める。

都立松が谷 情報 情報I
情報 情報I 2



年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】 情報や情報技術を活用して、グローバルに変化する情報社会に主体的に参画し貢献できる態度と規範意識を養う。

科目 の目標：

合計

70

・指導事項
＜実習＞
ニャブレットを探せ！
顔検出とARを体験しよう
小さな情報システムを作ろう
テキストマイニングしてみよう
掲示板システムを作ろう
＜理論＞
情報システム
情報セキュリティ技術
情報システムの設計
情報システムのプログラム
・教材
教科書、学習ノート、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
Microsoft Teamsを用いた授業資料
の配信や課題等の提出

【知識・技能】
①情報システムにおける、情報の流れや仕組
み、情報セキュリティを確保する方法や技術を
理解している。
②情報システムを構成するプログラムを制作す
る方法について理解し技能を身に付けている。
③ソフトウェア開発のプロセスとプロジェクト
マネジメントについて理解している。
【思考・判断・表現】
①情報システムの在り方や社会に果たす役割と
及ぼす影響について考察することができる。
②情報システムを開発の効率や運用の利便性な
どに配慮して設計することができる
③情報システムの設計の過程を評価しながら、
その過程を評価し改善することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報と情報技術を適切に活用するとともに、新
たな価値の創造を目指し、多様な人々と協働す
る力を養い、新しい情報社会に主体的に参画
し、その発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

○ ○ ○ 18

23

２
・
３
学
期

データサイエンス
【知識及び技能】データ活用の有用
性およびデータサイエンスが社会に
果たす役割について理解し、データ
の処理を行い解釈・表現する技能と
データ処理の結果を基にモデルを評
価する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】目的
に応じて、適切なデータを収集し、
整理し、整形したうえで、現象を適
切にモデル化し処理、解釈、表現を
行い、さらにその方法を評価し改善
する。
【学びに向かう力、人間性等】情報
と情報技術を適切に活用するととも
に、新たな価値の創造を目指し、多
様な人々と協働する力を養い、新し
い情報社会に主体的に参画し、その
発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

・指導事項
＜実習＞
データを地図上に可視化する
ガチャは何回引けば当たるのか
データを整理しよう
キーボードの配列を研究しよう
星座ランキングを分析しよう
好きなものをマップにしよう
＜理論＞
社会にあふれるデータ
データベースの管理と操作
データの収集と整理
データの分析と分類
モデルの評価と検証
機械学習と人工知能
・教材
教科書、学習ノート、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
Microsoft Teamsを用いた授業資料
の配信や課題等の提出

【知識・技能】
①データ活用の有用性およびデータサイエンス
が社会に果たす役割について理解している。
②データの処理を行い解釈・表現する技能を身
に付けている。
③データ処理の結果を基にモデルを評価する技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
①目的に応じて、適切なデータを収集し、整理
し、整形することができる。
②現象を適切にモデル化し処理、解釈、表現を
することができる。
③モデル化や処理、解釈、評価の方法を評価し
改善することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報と情報技術を適切に活用するとともに、新
たな価値の創造を目指し、多様な人々と協働す
る力を養い、新しい情報社会に主体的に参画
し、その発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

○ ○ ○ 18

情報システム
【知識及び技能】情報システムにお
ける、情報の流れや仕組み、情報セ
キュリティを確保する方法や技術お
よび情報システムを構成するプログ
ラムを制作し、さらにソフトウェア
開発のプロセスとプロジェクトマネ
ジメントについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】情報
システムの在り方や社会に果たす役
割と及ぼす影響について考察し、さ
らに情報システムの開発の効率や運
用の利便性について設計しながら、
その過程を評価し改善する。
【学びに向かう力、人間性等】情報
と情報技術を適切に活用するととも
に、新たな価値の創造を目指し、多
様な人々と協働する力を養い、新し
い情報社会に主体的に参画し、その
発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

コンテンツ
【知識及び技能】多様なコミュニ
ケーションの形態とメディアの特性
との関係について理解し、コンテン
ツを様々な手段で適切かつ効果的に
社会に発信する方法を理解したうえ
でコンテンツを制作する技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】コ
ミュニケーションの形態を考え、選
択し、情報デザインに配慮してコン
テンツを制作し、評価し改善してい
き、さらにコンテンツを社会に発信
したときの効果や影響を考える。
【学びに向かう力、人間性等】情報
と情報技術を適切に活用するととも
に、新たな価値の創造を目指し、多
様な人々と協働する力を養い、新し
い情報社会に主体的に参画し、その
発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

・指導事項
＜実習＞
プログラムで絵を描こう
3Dの新製品の開発をしよう
キャラクターを動かそう
楽しく体を動かそう
情報をまとめよう
学校PRプロジェクト
情報のチェックリストを作ろう
プロジェクションマッピング
＜理論＞
メディアの特性と利用
コンテンツの制作
コンテンツの発信
・教材
教科書、学習ノート、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
Microsoft Teamsを用いた授業資料
の配信や課題等の提出

【知識・技能】
①多様なコミュニケーションの形態とメディア
の特性との関係について理解している。
②門点つを様々な手段で適切かつ効果的に社会
に発信する方法を理解している。
③コンテンツを制作する技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
①コミュニケーションの形態を考え、選択する
ことができる。
②情報デザインに配慮してコンテンツを制作
し、評価し改善することができる。
③コンテンツを社会に発信したときの効果や影
響について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報と情報技術を適切に活用するとともに、新
たな価値の創造を目指し、多様な人々と協働す
る力を養い、新しい情報社会に主体的に参画
し、その発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

○ ○ ○

態 配当
時数

１
学
期

情報社会
【知識及び技能】情報技術の進展に
ついて理解し、また情報技術の発展
によるコミュニケーションの多様化
と人の知的活動への影響について規
範を含め理解する。
【思考力、判断力、表現力等】将来
の情報技術と情報社会の在り方につ
いて考察し、コンテンツの創造と活
用の意義および情報システムの創造
やデータの活用の意義についても考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】情報
と情報技術を適切に活用するととも
に、新たな価値の創造を目指し、多
様な人々と協働する力を養い、新し
い情報社会に主体的に参画し、その
発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

・指導事項
＜実習＞
うわさの研究
地域のデータを可視化しよう
人工知能と仕事を考える
POSシステムを調べる
＜理論＞
情報社会の進展と情報技術
コミュニケーションの多様化
人間の知的活動への影響
情報社会の進展と情報技術
・教材
教科書、学習ノート、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
Microsoft Teamsを用いた授業資料
の配信や課題等の提出

【知識・技能】
①情報技術の進展について理解している。
②情報技術の発展によるコミュニケーションの
多様化について理解している。
③情報技術の発展による人の知的活動への影響
について規範を含めて理解している。
【思考・判断・表現】
①将来の情報技術と情報社会の在り方について
考えることができる。
②コンテンツの創造と活用の意義について考え
ることができる。
③情報システムの創造やデータの活用の意義に
ついて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報と情報技術を適切に活用するとともに、新
たな価値の創造を目指し、多様な人々と協働す
る力を養い、新しい情報社会に主体的に参画
し、その発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、自ら課題を見つけ解決する力および言語能力を養う。

情報II
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

多様なコミュニケーションの実現，情報システ
ムや多様なデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに、SNSの功罪やモラル等の
規範についての知識および情報技術の発展と社
会の変化についての理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
自ら課題を見つけ多様な人々と協働し解決する
ために情報と情報技術を適切かつ効果的、創造
的に活用する力とプレゼン能力等を含めた言語
能力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、新
たな価値の創造を目指し、多様な人々と協働す
る力を養い、新しい情報社会に主体的に参画
し、その発展に寄与する態度と規範意識を養
う。

新城

（東京書籍　情II701)『情報II』

情報

【 知　識　及　び　技　能 】 情報と情報技術の活用技能を習得する中で、規範を含めた情報社会と人との関わりについて理解を深める。

情報 情報II
情報 情報II 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組

教科担当者： 布村　覚

使用教科書： （ ）

教科 の目標： 情報を科学的に捉える見方を育み、問題の発見・解決に必要な情報技術活用能力を伸ばす。

情報技術の活用を通した問題発見・解決策構築に係るデータサイエンス知識理解

【思考力、判断力、表現力等】 情報技術の活用を通した問題発見・解決策構築に係るデータサイエンス実践力と可視化して発信する力

【学びに向かう力、人間性等】 情報や情報技術を活用して情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態度を身に付ける。

科目 の目標：

72

○ 16

合計

３
学
期

【問題解決】情報Ⅰデザインで既習
の事柄を前提にした、ウェブプラッ
トフォームにおけるメディアの統合
としてウェブページ作成からウェブ
サイト設計を行う。

・様々な情報を画像映像などに可視
化を行う
・文字情報、可視化した視覚情報、
プレゼンテーションソフトウェアを
活用した動画情報をＨＴＭＬを用い
て統合的コンテンツにまとめ、さら
にウェブサイトにまとめる。

【知識・技能】【思考・判断・表現】・様々な
情報を画像映像などに可視化し、文字情報、可
視化した視覚情報、動画情報をＨＴＭＬを用い
て統合的コンテンツにまとめ、さらにウェブサ
イトにまとめた成果物及び小テストで評価す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】出席状況およ
び課題の提出状況によって評価する。

○ ○

○ 14

【問題解決】世の中で問題視され、
解決すべきとされている問題・課題
について、どの部分について解決す
べきか。具体的な数字から判断す
る。また、解決策の提案と実施計画
書の作成をする。

・問題発見
・問題の発見
・問題の明確化
・解決案の検討
・解決案の決定

【知識・技能】【思考・判断・表現】Python
コーディングにより統計的な処理を行ったうえ
で、小テストを行い処理結果が適切であるかど
うかを評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】出席状況およ
び課題の提出状況によって評価する。

○ ○ ○ 14

２
学
期

【アルゴリズムとプログラミング】
問題解決の過程をフローチャートで
表現した上で、Pythonコードを用い
て実装できる。さらに、コードを実
行・評価を行いデバッグを行うこと
ができる

・アルゴリズムとその表記、方法
・順次処理、反復処理、分岐処理、
変数、関数、乱数、モジュール、ラ
イブラリを適切に組み合わせた課題
解決

【知識・技能】【思考・判断・表現】順次処
理、反復処理、分岐処理、変数、関数、乱数、
モジュール、ライブラリを適切に組み合わせた
課題解決の可否を小テストと成果物により評価
する。
【主体的に学習に取り組む態度】出席状況およ
び課題の提出状況によって評価する。

○ ○

・データベースの仕組みをＳＱＬ言
語に紐づけしながら理解することに
より、トランザクションのアルゴリ
ズム設計を理解する。

・オンラインＲＤＢをウェブアプリ
を用いて体験学習する。
・リレーショナルデータベース操作
を実践した上で、データベース上か
ら目的に合致する解を発見する

【知識・技能】【思考・判断・表現】データ
ベースの運用に係る基礎的な概念理解、解を導
く合理的な操作理解を小テストと成果物両面で
評価する

○ ○ ○

・モデル化とシミュレーション
・モデルの分類、手順、手法、注意
点
・確率的シミュレーション
・動的シミュレーション
・ドント方式

【知識・技能】【思考・判断・表現】表計算ソ
フトを活用した統計処理、回帰分析、各種シ
ミュレーションを基に、問題を解決する小テス
トにより知識・思考を評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】出席状況およ
び課題の提出状況によって評価する。

○ ○ ○

配当
時数

１
学
期

【統計基礎・各種分析】様々な統計
データを表計算ソフトにインポート
した上で、数学Ⅰ及び情報Ⅰで既習
の統計基礎を基に分析し、合理的な
将来予測を立てることができる

・データの収集と整理
・データ分析と表計算
・データの可視化
・データ分析の手法
・代表値、相関、度数分布、ヒスト
グラム、箱ひげ図
・回帰分析、重回帰、正規分布、ベ
ルカーブ、Ｔ・Ｚ検定

【知識・技能】【思考・判断・表現】表計算ソ
フトを用いる各種分析手法を用いた可視化をさ
せ、適切に問題点を切り取れる力を小テストと
成果物により評価する。

【主体的に学習に取り組む態度】出席状況およ
び課題の提出状況によって評価する。

○ ○ ○ 28

【モデル化とシミュレーション】問
題の解決に至る考え方を数式化した
上で、表計算ソフトウェアに実装を
行い結果を検証評価できる

数学をはじめ他教科での学習内容と連携し、それ
ぞれの既習内容をデータセットから分析を行う。
表計算及びPythonコーディング両面の手法を知識
ととして習得する

様々な事象をオープンデータなどをインポートし
て、合理的なエビデンスとして活用可能な分析実
践力をプログラミング実習を通して習得

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報
社会に主体的に参画する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1・2・3・6・7・8・9

(実教7 情Ⅰ705)『最新情報Ⅰ』

情報

【 知　識　及　び　技　能 】

情報演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報 情報演習
情報 情報演習 1,2


